
インターネット依存尺度（IAT）の検討 :
大学生を対象として

言語: ja

出版者: 

公開日: 2023-01-24

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 川上, 正浩, 井上, 真理子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://osaka-shoin.repo.nii.ac.jp/records/4871URL



大阪樟蔭女子大学研究紀要第 13 巻（2023）

問題と目的

スマートフォンの所持率は年々増加し、2019 年の調
査で既に、15 歳から 24 歳の所持率が男女ともにほぼ
100% であることが報告されている（モバイル社会研究
所， 2019）。スマートフォンの普及に伴い、スマートフ
ォンの長時間の使用による身体的不調、睡眠時間の減少

（総務省， 2013）、さらには「スマホ依存」「インターネ
ット依存」と言われるような、専門的治療（中山， 2015）
が必要になるケースも増加している（池村， 2014）。

令和２年度における内閣府のインターネット利用環境
実態調査（内閣府， 2021）では、高校生のインターネッ
ト利用率は、男子で 98.5％、女子で 99.3％であり、全体
の 98.9％がインターネットを利用していることが示され
ている。

Griffiths（2005）は、インターネット使用には、耐性
（tolerance）、重 要 視（salience）、気 分 の 変 化（mood 
modification）、引きこもり（withdrawal）、葛藤（conflict）、
再 発（relapse）と い っ た、薬 物 依 存 に 近 い 次 元

（dimension）が含まれていることを指摘し、インターネ
ット依存は、薬物依存に近い特徴を示すことを強調して
いる。1998年の時点でこのことを指摘したYoung（1998）
は、こうしたインターネット依存の程度を測定するため

の 20 項目からなる Internet Addiction Test（IAT）を
提案した。IAT では、それぞれの項目に対し、たとえ
ば、「インターネットをしていないと憂うつになったり、
いらいらしたりしても、再開すると嫌な気持ちが消えて
し ま う こ と が（Do you feel depressed, moody, or 
nervous when you are off-line, which goes away once 
you are back on-line?）」「全くない（１）」から「いつも
ある（５）」の５件法で回答を求めることにより、20 項
目の合計点によって回答者のインターネット依存の程度
を判定する。たとえば、この合計点が 70 点以上であれ
ば、生活に重大な影響をもたらす高いインターネット依
存であると判定される。このように Young（1998）の
IAT は、心理学的には、１因子の尺度として扱われて
きたが、以降の研究においては、多因子構造を指摘す
る研究もある（川原， 2021 など）。

たとえば Widyanto & McMurran（2004）は、囚われ
（Salience）、過 剰 使 用（Excessive use）、本 業 怠 慢
（Neglect work）、心待ち（Anticipation）、統制欠如（Lack 
of Control）、社会生活の無視（Neglect Social Life）か
らなる６因子構造を提案している。また、レバノンの大
学 生 256 名 を 対 象 と し た Samaha, Fawaz, Yahfoufi, 
Gebbawi Abdallah, Baydoun, Ghaddar, & Eid（2018）
は、統制欠如（Lack of Control）、社会的な引きこもり
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と情緒的葛藤（Social Withdrawal and Emotional Conflict）、
時間管理の問題（Time Management Problems）、問題行
動の隠蔽（Concealing Problematic Behavior）の４因子を
抽出した。Widyanto, Griffiths, & Brunsden（2011）は、心
理的／情緒的葛藤（Psychological / Emotional Conflict）、
時間管理の問題（Time-Management Problems）、気分変
化（Mood Modification）の３因子を抽出し、アメリカの大
学生 215 名を対象にオンライン調査を実施したJelenchick, 
Becker, & Moreno（2012）は、依存的使用（Dependent 
Use）と過剰使用（Excessive Use）の２因子を抽出した。

また、日本人大学生を対象として研究を行ったOsada
（2013）が、社会的相互作用の問題（Social Interaction 
Problems）、仮想現実（Virtual Reality）、強迫性と衝動
性（Obsession and Impulsion）の３因子解を報告して
いる一方で、同じく日本人大学生を対象にデータを収集
し、因子分析を行なった川原（2021）は、「コントロー
ル喪失」と「執着と恥・苛立ち」の２因子構造を提案し
ている。

このように、IAT に関しては複数の因子分析結果が
報告されているが、岡安（2016）によれば、その因子構
造は、文化的背景や対象者の属性によって異なってい
るとされている。しかし、これらの先行研究で示された
因子構造の中心には、囚われの感覚や、時間管理等の
コントロールが失われていること、本業や社会的な行動
に差し障りが生じていることなどがあり、共通する部分
も多い。

川上（2022）は、高校生、特に、内閣府（2021）の
調査においても、男子に比べて、よりインターネットの
使用率の高い女子高校生に焦点を当て、Young（1998）
の IAT を実施し、改めて因子分析を行うことで、その
因子構造を検討することを目的に調査を実施した。川上

（2022）の調査では、IAT が日本の女子高校生 49 名を
対象として実施された。最小二乗法、Promax 回転によ
る因子分析の結果、“ 囚われ ”、“ 過剰使用 ”、“ 本業怠
慢 ”、“ 気晴らし ”、“ ネット優先 ” の 5 つの因子（12 項
目）が抽出された。“ 囚われ ” は「インターネットをし
ていないときでもインターネットのことばかり考えて
いたり、インターネットをしているところを空想した
りすることが」、「次にインターネットをするときのこ
とを考えている自分に気がつくことが」の 2 項目から
なり、インターネットをしていない場面でインターネ
ットに思いを馳せる傾向である。“ 過剰使用 ” は、「イ
ンターネットをする時間を減らそうとしても、できな
いことが」、「インターネットをしているとき「あと数
分だけ」と言っている自分に気がつくことが」、「気がつ

くと思っていたより、長い時間インターネットをしてい
ることが」の 3 項目からなり、インターネットをしてい
る場面で過剰な時間、使用してしまう傾向である。“ 本
業怠慢 ” は、「インターネットをする時間を増やすため
に、家庭での仕事や役割をおろそかにすることが」、「イ
ンターネットのために、仕事の能率や成果が下がったこ
とが」、「インターネットをしている時間が長くて、学校
の成績や学業に支障をきたすことが」の 3 項目からな
り、インターネットをしていることで、本業に支障が出
る傾向である。“ 気晴らし ” は、「インターネットをして
いないと憂うつになったり、いらいらしたりしても、再
開すると嫌な気持ちが消えてしまうことが」、「日々の生
活の心配事から心をそらすためにインターネットで心を
静めることが」の 2 項目からなり、インターネットをす
ることで気晴らし（distraction）の効果が得られる傾向
である。“ ネット優先 ” は、「誰かと外出するより、イン
ターネットを選ぶことが」、「配偶者や友人と過ごすより
も、インターネットを選ぶことが」の 2 項目からなり、
インターネットを、対面での対人関係よりも優先する傾
向である。

川上（2022）においては、同時に測定された個人特
性とこれら５つの下位尺度得点との相関が検討され、セ
ルフ・コントロール、学習意欲が本業怠慢と関連してい
ることが示された。さらに、外的要因による行動のコン
トロールと囚われ、気晴らしとの間にも関連が示され
た。

高校生向けのインターネット依存尺度として構成され
た、鶴田・山本・野嶋（2014）の「高校生向けインター
ネット依存傾向測定尺度」は、「精神的依存状態」「メ
ール不安」「長時間利用」「ながら利用」「対面コミュニ
ケーション不安」の５因子 39 項目からなっている。こ
の尺度の総合得点は、Young の尺度との間に r = .918
の相関が認められている（鶴田・山本・野嶋， 2014）。
そうした意味では、Young(1998) の 20 項目よりも、さ
らに項目数が少なく、鶴田・山本・野嶋（2014）の 5 因
子構造と一致しているわけではないが、5 因子構造によ
りそのインターネット依存態度や行動を詳細に測定可能
な川上（2022）の 12 項目からなる尺度は、有効に使用
可能な尺度としての特性を備えていると言える。

しかしながら、発達段階に伴い、特に高校生と大学
生においては、生活のパターンも異なり、インターネッ
ト使用についても、差異が認められる可能性がある。そ
こで本研究では、川上（2022）で女子高校生を対象と
して実施された Young（1998）の 20 項目からなる尺度
を、大学生を対象とした調査データに基づき、改めて吟
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味することを目指す。さらに、依存傾向と関連すると考
えられるセルフ・コントロール、高校生にとって本業と
考えられる学習に対する意欲、さらには遅れに対する態
度との関連について、高校生におけるデータと対照しな
がら検討することで、因子構造に対する妥当性を検討
する。

方　法

調査時期
調査は 2022 年 5 月から 9 月にかけて、実施された。

調査対象者
近畿圏の私立A女子大学に所属する女子大学生82名

（平均年齢 18.6 歳、SD = 1.3）、中部圏の私立 B 大学に
所属する大学生 62 名（男性 31 名、女性 31 名；平均年
齢 20.8 歳、SD = 5.1）、北陸圏の国立 C 大学に所属する
大学生 52 名（男性 27 名、女性 25 名；平均年齢 19.6
歳、SD = 2.1）が調査に参加した。全調査対象者 196 名
の平均年齢は 19.6 歳（SD = 3.3）であった。
質問紙の構成

本研究で取り扱う質問紙は、① Young（1998）によ
って作成された Internet Addiction Test（IAT）、②杉
若（1995）の「日常的なセルフ・コントロール尺度」、
③河村（1999a， 1999b）のスクールモラール尺度のうち

「学習意欲尺度」、④安藤・川上（2006）の「遅れに対
する態度尺度（VODKA2005）」、の 4 つの尺度を含んで
いた。

① Young（1998）に よ っ て 作 成 さ れ た Internet 
Addiction Test（IAT：20 項目）は、「インターネット」
に対する依存の程度を測定するための尺度である。川
上（2022）と同様、「気がつくと思っていたより、長い
時間インターネットをしていることが」のように、文の
途中で止められた質問項目に対して、「全くない（１）」、

「ときどきある（３）」、「いつもある（５）」の５件法で、
普段の生活についての評定を求めた。項目は川上

（2022）と同様の、一通りのランダムな順番で配置され、
評定が求められた。

②杉若（1995）の「日常的なセルフ・コントロール尺
度」（20 項目）は、「問題解決方略や報酬の遅延に関す
る項目」が含まれる “ 改良型セルフ・コントロール ”（８
項目）、情動的なストレス反応を除去してその場を乗り
切ろうとする “ 調整型セルフ・コントロール ”（５項目）、
他者依存の傾向や自発的な行動に対する消極性を示し、
自己制御とは異なるレベルでの対処方略を含む “ 外的要
因による行動のコントロール ”（７項目）の 3 因子から

構成される。「ものごとに集中できないときには、集中
する方法を見つけ出す」（改良型セルフ・コントロー
ル）、「憂うつなときには、楽しいことを考えるようにし
ている」（調整型セルフ・コントロール）、「自分の悪い
習慣をやめるには、外部からの手助けが必要である」

（外的要因による行動のコントロール）などの項目に対
して、「全くあてはまらない（１）」から「まさにあては
まる（６）」までの 6 件法で回答が求められた。項目は
一通りのランダムな順番で配置され、評定が求められ
た。

③河村（1999a，1999b）による「学習意欲尺度」（4
項目）は、学校の勉強に意欲的に取り組んでいるかを測
定する尺度であり、「学校の勉強には自分から自主的に
取り組んでいる」などの 4 項目から構成される質問項目
に、「全く当てはまらない（１）」、「どちらとも言えない

（３）」、「とても当てはまる（５）」の５件法で、回答を
求めるものであった。これら４項目は、以下に詳述する

「遅れに対する態度尺度（VODKA2005）」と併せて、一
通りのランダムな順番で配置され、評定が求められた。

④安藤・川上（2006）の「遅れに対する態度尺度
（VODKA2005）」（37 項目）は、自分の遅れに対して悪
いと思う態度である “ 自分の遅れに対する罪悪感 ”（21
項目）、他者の遅れを非難する “ 他者の遅れに対する非
難 ”（12 項目）、遅れ一般に対してその自己責任性を重
視する態度である “ 遅れの自己責任性 ”（4 項目）に対
応する 37 項目に対して「全く当てはまらない（１）」、

「どちらとも言えない（３）」、「とても当てはまる（５）」
の 5 件法で回答が求められた。これら 37 項目は、上記
の「学習意欲尺度」と併せて、一通りのランダムな順番
で配置され、評定が求められた。
手続き

大学教員が担当する心理学系講義（集中講義を含む）
あるいは一般教養課程の講義時間中に質問紙が配付さ
れ、コースクレジットとして実施された。調査参加に同
意する調査対象者は集団で質問紙調査に参加した。調
査対象者には個人ペースでこれらに回答することが求め
られた。
倫理的配慮

調査の実施に際しては、その結果が統計的に処理さ
れ、個人の結果が問題とされないこと、結果は研究の目
的以外に使用されないこと、参加は自由意志によるもの
であり、いつでも質問への回答を辞められることをフェ
イスシートに記載し、周知した。これらの記載事項に同
意する場合にのみ、調査に参加することが求められた。
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結　果

インターネット依存尺度の因子分析
以降の分析は、尺度項目に対する回答に欠損のない、

172 名（男性 50 名、女性 122 名；平均年齢 19.6 歳、SD 
= 3.5）のデータを対象とした。IAT20 項目に対して、
あらためて主因子法、Promax 回転による因子分析を行
った。因子の解釈可能性を判断し、5 因子解が妥当と考
え、項目や因子の解釈可能性や、どの因子にも因子負荷
量が｜ .40 ｜未満であることや、複数の因子に対して因
子負荷量が｜ .40 ｜以上であることを考慮して、項目の
削除を行った上で因子分析を繰り返し、最終的に 13 項
目からなる 5 因子解を採択した。この因子分析表を表 1
に示す。

第一因子は、「次にインターネットをするときのこと
を考えている自分に気がつくことが」、「インターネット
をしていないときでもインターネットのことばかり考え
ていたり、インターネットをしているところを空想した
りすることが」の 2 項目に負荷量が高く、インターネッ
トを使用していない場面でインターネットに思いを馳せ
る傾向であり、“ 囚われ ” と命名された。第二因子は、

「インターネットをしている時間が長くて、学校の成績
や学業に支障をきたすことが」、「インターネットのため
に、仕事の能率や成果が下がったことが」、「インターネ
ットをする時間を増やすために、家庭での仕事や役割を
おろそかにすることが」「インターネットをしている時
間が長いと周りの人から文句を言われたことが」の 4 項
目に負荷量が高く、インターネットをしていることで、
本業である学業や仕事が後回しになってしまう傾向であ
り、“ 本業劣後 ” と命名された。第三因子は、「インター
ネットをしていないと憂うつになったり、いらいらした
りしても、再開すると嫌な気持ちが消えてしまうこと
が」「インターネットをしている最中に誰かに邪魔をさ
れると、いらいらしたり、怒ったり、大声を出したりす
ることが」「インターネットの無い生活は、退屈でむな
しく、つまらないものだろうと恐ろしく思うことが」の
3 項目に負荷量が高く、インターネットをすることで、
生活が豊かになっているとする傾向であり、“ 依りどこ
ろ ” と命名された。第四因子は、「インターネットをす
る時間を減らそうとしても、できないことが」、「インタ
ーネットをしているとき「あと数分だけ」と言っている
自分に気がつくことが」の 2 項目に負荷量が高く、イン
ターネットを過剰に使用していることを意識する傾向で
あり、“ 過剰使用 ” と命名された。第五因子は、「誰かと
外出するより、インターネットを選ぶことが」、「配偶者

や友人と過ごすよりも、インターネットを選ぶことが」
の 2 項目に負荷量が高く、インターネットを、対面での
対人関係よりも優先する傾向であり、“ ネット優先 ” と
命名された。

信頼性検討のために、各因子が高い負荷を示した項
目の得点について Cronbach のα係数を算出したとこ
ろ、表 1 に示したように、.681～.788 の値が得られた。
各因子に負荷量の高い項目の平均値を個人ごとに算出
し、これを個人の下位尺度得点とした。そのうえで、
“ 囚われ ”、“ 本業劣後 ”、“ 依りどころ ”、“ 過剰使用 ”、
“ ネット優先 ” の下位尺度得点の平均値および標準偏差
を算出し、これらについても表 1 に示した。

次に、インターネット依存尺度の下位尺度得点間相関
を算出し、この結果を表 2 に示した。なお本研究では、
相関係数の効果量については Cohen（1992）に倣い、
|r| = .10 を効果量小、|r| = .30 を効果量中、|r| = .50 を効
果量大と判断した。“ 過剰使用 ” と “ ネット優先 ” の間
には、効果量小の有意な正の相関（r = .278, p < .01）
が認められた。それ以外の全ての組み合わせについて
は、効果量中から大の有意な正の相関（r = .377〜.536, 
いずれも p < .01）が認められた。すなわち、“ 過剰使
用 ” と “ ネット優先 ” の間については、関連性がやや低
いものの、その他の下位尺度間では、相互に関連があ
ることが示唆された。
関連尺度の尺度構成

続いて、個人特性を測定する日常的なセルフ・コント
ロール尺度、学習意欲尺度、遅れに対する態度尺度

（VODKA2005）について、すべて先行研究に倣って（下
位）尺度の構成を行った。これらの個人特性を測定す
る下位尺度得点の平均値および標準偏差を算出し、こ
れを表 3 に示した。

次に、IAT の下位尺度得点と個人特性の下位尺度得
点との相関係数を算出した（表 4）。日常的なセルフ・
コントロール尺度については、“ 改良型セルフ・コント
ロール ”と“ 本業劣後 ”の間に効果量小の負の相関、“ 外
的要因による行動のコントロール ” と、“ 囚われ ”、“ 本
業劣後 ”、“ 依りどころ ”、“ 過剰使用 ” との間に効果量
中の、“ ネット優先 ” との間に効果量小の正の相関が認
められた。また、“ 調整型セルフ・コントロール ” につ
いては、“ ネット優先 ” との間にのみ効果量小の有意な
負の相関が認められた。

学習意欲については、“ 本業劣後 ” との間に効果量小
の負の相関が認められた。すなわち、学習意欲が低い
ことと本業について後回しにする傾向が強いことの間に
関連が認められた。IAT のその他の下位尺度得点との
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表２　インターネット依存尺度の下位尺度間相関

**

** **

** ** **

** ** ** **

** p  < .01, * p  < .05, † p  < .10

表１　インターネット依存尺度の因子分析表



間には有意な相関は認められなかった。VODKA2005に
ついては、“ 他者の遅れに対する非難 ” と “ 依りどころ ”
との間に効果量小の有意な正の相関が認められた。

考　察

本研究では、IAT に対して、独自に因子分析を実施
し、囚われ、本業劣後、依りどころ、過剰使用、ネット
優先の５つの下位尺度得点を算出した。川上（2022）
が報告した、高校生を対象としたデータの因子分析に
基づく下位尺度とは若干異なっていることがわかる。す
なわち、囚われ、ネット優先については、同一の項目か
ら同一の因子として抽出されているが、過剰使用につい
ては、高校生データで抽出された因子から「気がつくと
思っていたより、長い時間インターネットをしているこ
とが」の項目が外れていることがわかる。また、高校生
データで抽出された本業怠慢の因子は、「インターネッ
トをしている時間が長いと周りの人から文句を言われた
ことが」の項目が加わり、本業を後回しにすることで、
他者との関係の中で社会的な関係に問題が起きているこ
とを含み込んだ因子となっている。さらに高校生データ
では、気晴らしとして抽出された「インターネットをし

ていないと憂うつになったり、いらいらしたりしても、
再開すると嫌な気持ちが消えてしまうことが」と「日々
の生活の心配事から心をそらすためにインターネットで
心を静めることが」の 2 項目は、まとまった因子として
は抽出されず、「インターネットをしていないと憂うつ
になったり、いらいらしたりしても、再開すると嫌な気
持ちが消えてしまうことが」のみが、「インターネット
をしている最中に誰かに邪魔をされると、いらいらした
り、怒ったり、大声を出したりすることが」、「インター
ネットの無い生活は、退屈でむなしく、つまらないもの
だろうと恐ろしく思うことが」と共に因子として抽出さ
れ、これは、インターネットに対して、「退屈でむなし
く」「いらいらしたり」「憂鬱にな」ったりしがちな、日
常生活から逃避するための依りどころとなっていること
を示す因子であると解釈された。

これらのうち、過剰使用は、インターネットの使用の
仕方に関するものであり、どの程度依存的な行動をとっ
ているのかに関する尺度となる（川上， 2022）が、今回
の大学生データにおける過剰使用は、「気がつくと思っ
ていたより、長い時間インターネットをしていること
が」の項目が外れていることから、高校生では自覚的で
はないものであった、依存的な行動が、「過剰に使用し
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表４　IATの下位尺度得点と個人特性の下位尺度得点との相関係数

** *

** ** ** ** *

**

**

*

**

** p  < .01, * p  < .05, † p  < .10

表３　本研究で使用された個人特性下位尺度得点の平均値、標準偏差



ている」という意識を伴いながらの依存的な行動である
可能性を示唆する。また囚われと本業劣後、ネット優先
は、インターネットに依存的になることで、どのような
影響が出ているのかに関する尺度であり、日常的にイン
ターネットのことを考えたり、本研究の調査対象者であ
る大学生にとっての本業である勉学に遅れが出たり、対
人場面よりもインターネットを優先してしまう、そして
場合によっては対人的な問題が生起してしまっているの
かの尺度となる。そして依りどころは、インターネット
使用ができない日常を、退屈でむなしく、憂鬱で、いら
いらするようなものであるとする認知に関わる尺度とな
る。そうした点では、この依りどころは、高校生データ
において抽出された「気晴らし」因子と共通性を持つも
のであると言える。

これらの尺度得点と、個人特性との関連について相
関分析を行った結果、本業劣後は改良型セルフ・コント
ロールと関連していることが示された。改良型セルフ・
コントロールが「習慣的な行動を新しくてより望ましい
行動へと変容していくためのセルフ・コントロール」

（杉若， 1995）であり、自発的なセルフ・コントロール
であることを踏まえると、大学生のインターネット使用
に際して、本業を後回しにしないように適切に使用する
には、自発的なセルフ・コントロールが必要であること
が示唆される。これは、高校生データにおいても認めら
れた傾向である。

一方で、囚われ、本業劣後、依りどころ、過剰使用
は、外的要因による行動のコントロールと関連が示され
た。外的要因による行動のコントロールが「他者依存の
傾向や自発的な行動に対する消極性」（杉若， 1995）で
あることを踏まえると、大学生において、インターネッ
トに対する依存的な認知、行動は、自発的な行動に対
する消極性ゆえのものであることが示唆される。

また、本業劣後と学習意欲との間に関連が認められ
たことは、学習意欲が低ければ、大学生にとっての本業
である勉学等を後回しにしがちであることを示し、概ね
妥当な結果であると言える。加えて、高校生データにお
いても、本業怠慢が学習意欲の低さと関係していた（川
上， 2022）こととも整合的である。ただ、一方で、高校
生データにおいては、この学業意欲の低さは、過剰使用
とも関連を示したが、本研究における大学生データにお
いては、そうした関連性は示されなかった。これは、大
学生においては、時間のマネジメントがより柔軟にでき
ることで、学業意欲が低いことが、直接的に多くの時間
をインターネットに割いているわけではない可能性を示
唆している。高校生においては、時間のマネジメントの

幅が狭く、学業意欲が低いことは、直接的に、過剰なイ
ンターネット使用を招く可能性が高いが、大学生におい
ては、学業意欲の低さは、必ずしもインターネットの過
剰な使用につながるわけではなく、より幅の広い時間の
マネジメントがなされる結果、より明確になった趣味や
アルバイトなど、インターネット使用以外の時間に振り
向けられる可能性が考えられる。こうした点について
は、時間のマネジメント全体を捉えるような適切な尺度
等を用いて、より具体的に検討することが必要となると
考えられる。

VODKA2005 に関しては、他者の遅れに対する非難
と依りどころとの間に関連が認められ、他者の遅れに対
して批判的な態度を取る大学生ほど、インターネットに
対して依存的な認知をもっていることを示唆する。これ
は、依りどころが、インターネットをしている状況を満
たされた状況であると考え、それを阻まれることを不快
な経験であると捉える傾向でもあることから、他者の遅
れのような、他者に起因することで自分が迷惑を被る、
たとえばインターネットを使用する時間を削られる、と
いったことに対して、イライラするなどの不快さを感じ
ていることを示唆しているのかもしれない。インターネ
ットの使用における依存的傾向が、自らの遅れを容認す
るようなセルフ・コントロールの低さと関連している可
能性を検討するために、今回は遅れに対する態度尺度
を調査に含めたが、ここで認められたのは、むしろ他者
からどのような扱いを受けるか、それが自らの満たされ
た状況であるインターネット使用状況を邪魔されるよう
な扱いであるのか、といったことに対する「態度」との
一貫性であったのではないかと考えられる。

以上のように、本研究においては、Young（1998）の
尺度が改めて大学生データに基づいて因子分析され、
どの程度依存的な行動をとっているのか、依存的になる
ことで、どのような影響が出ているのか、またインター
ネット使用に対してどのように認知しているのかに関わ
る５つの因子が抽出された。これらと個人特性との関連
は概ね妥当なものであった。しかしながら、本研究の結
果は、女子高校生 49 名のデータに基づいて因子分析を
行った川上（2022）の結果とは若干の不一致を含むも
のであり、これが、データのもつ何らかの誤差によるも
のであるのか、高校生と大学生とのインターネットに対
する意識の差異を直接的に反映しているものであるの
か、まだ結論を下すに十分なデータが収集されていると
は言い難い。今後、高校生、大学生双方について、デ
ータ数を増やしていきながら、インターネット依存傾向
について、より詳細に検討していくことが必要である。
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Examination of the Young’s Internet Addiction Test（IAT）: 
Using University Students’ Data

Faculty of Liberal Arts, Department of Psychology
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Abstract

Kawakami （2022） examined Young's （1998） Internet Addiction Test （IAT） with 49 Japanese female high school 
students and conducted factor analysis. As a result, five factors were extracted: "Captured", "Excessive Use", 
"Negligence of Main Duty", "Feeling Better with Internet Use", and "Internet Priority". In this study, Young's （1998） 
Internet Addiction Test （IAT） was administered to 168 university students, and factor analysis was conducted again 
on the university students’ data. As a result, five factors were extracted: "Captured", "Postponing Main Duty", 
"Internet as Haven", "Excessive Use", and "Internet Priority". Although the results were slightly different from factor 
analysis based on high school students’ data （Kawakami, 2022）, examining the correlation between individual 
characteristics measured and scores on these five subscales, the results shows that Postponing Main Duty correlates 
with Reformative Self-Control and Learning Motivation, Captured, Postponing Main Duty, Internet as Haven, and 
Excessive Use correlates with External Control, and Internet as Haven correlates with Blaming on Others' Delay.

Keywords: Internet Addiction， University Students， Internet Addiction Test
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